
 
 

～震災からの再出発～ 

みどりのエネルギーと暮らし 
 

講師 鎌仲ひとみ 
私たちが選ぶ 

エネルギーの未来 

 

 

参加費（資料代）５００円 

 

８月３１日 （金） 

１８：００～２０：３０ １７：３０ 開場  

サンエール相模原 ホール 
    JR 横浜線 橋本駅 徒歩１０分（駐車場 有） 

 

提案者 長谷川羽衣子（e-みらい構想代表） 

                      我が家は節電所 

池辺潤一（藤野電力メンバー） 藤野電力の試み 

 

主催  桂川相模川流域協議会 エネルギー専門部会 

共催  あいかわ自然ネットワーク イヤーゲームの会 グループ風 チャンプール 

市民科学会議＠ひらつか 東林間放射能測定室 緑の政治フォーラムかながわ 
 

申込み・お問い合わせ  

神奈川県環境農政局水・緑部 水源環境保全課内 Tel 045-210-4358 FAX045-210-8855 

   山梨県富士・東部 林務環境事務所環境課内 FAX 0554-45-7807  

yukine6936@yahoo.co.jp (桜井) 



鎌仲ひとみ（kamanaka Hitomi）～映像作家～ 
早稲田大学卒業と同時にドキュメンタリー映画制作の現場へ。 

９０年最初の作品「スエチャおじさん」を監督、同年文化庁の助成を受けて カナダ国立映画制作

所へ。９３年からＮＹのペーパータイガーに参加して メディア・アクティビスト活動。 

９５年帰国以来、フリーの映像作家としてテレビ、映画の監督をつとめる。 

主にＮＨＫで「エンデの遺言―根源からお金を問う」など番組を多数監督。 

２００３年ドキュメンタリー映画「ヒバクシャー世界の終わりに」を監督。国内外で受賞、 

全国４００ヶ所で上映。２００６年「六ヶ所村ラプソディー」は国内外６５０ヶ所で上映。 

２０１０年に最新作「ミツバチの羽音と地球の回転」を完成、目下全国５００ヶ所、海外でも上映

が進んでいる。２０１１年度全国映連賞・監督賞受賞。 

２０１２年ＤＶＤ「内部被ばくを生き抜く」発売開始。 多摩美術大学非常勤講師。 

著作に「ヒバクシャ ドキュメンタリーの現場から」「六ヶ所村ラプソディー ドキュメンタリー現在進行形」共著

に「ドキュメンタリーの力」「内部被曝の脅威」「今こそ、エネルギーシフト」など。 

長谷川羽衣子(Hasegawa Uiko) ～e-みらい構想 代表～ 

奈良女子大学卒業、上智大学大学院修士課程修了。2011年 3月の震災と原子力発電所の事故を受け、

若手研究者・学生などと共に、持続可能なエネルギー・環境の研究・実現を目的としたNGO ｢e-み

らい構想｣を設立、代表を務める。2012年 3 月 10日、6000人が参加した脱原発集会＆デモ「バイバ

イ原発 3.10 京都」の呼びかけ人のひとり。 

大飯原発再稼働問題では、原発のない社会を住民と共に考えるため、地元おおい町で「もうひとつの住民説明会」を

開催したほか、現地に何度も赴き対話を続けた。著書に『原発ゼロ～私たちの選択～』かもがわ出版、2012年(共著：

安斎育郎・飯田哲也・大島堅一・長谷川羽衣子)  

池辺潤一（Ikebe Junichi ）～藤野電力メンバー～ 

持続可能なライフスタイルをデザインする建築設計士。トランジション藤野メンバー 

藤野地域通貨「よろづ屋」運営事務局藤野電力とは、自然や里山の資源を見直し、自立分散型

の自然エネルギーを地域で取り組む活動です。そして目指すものは、エネルギーシステムの移

行自体より、むしろそれによってもたらされる、地域の豊かな未来なのです。 

サン・エールさがみはら  

R 横浜線・JR 相模線・京王線橋本駅南口か徒歩

10 分 駐車場 130 台（無料）電話 042(775)5665 
〒252-013 相模原市緑区西橋本 5 丁目 4 番 20 号 

 

 

お申込みは下記の FAX でお願いします 
神奈川県環境農政局水・緑部 水源環境保全課内 桂川相模川流域協議会事務局 鈴木行 fax045-210-8855 

氏名 所属 連絡先 

   

   

   



 


